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特定 小吉 力 ハ ン デ ィ トラ ン シ ー バ ー 
(総務 省 技術 基準 適合 品 


DJ-P22 
取扱 説明 書 


本 害 に は 基本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す 。 


拡張 機能 に つい て は 上 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 
くだ さい 。 


ET 


KICCI ど 9) 


アル イン コ の トランシーバ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ い 
ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 と の 
到 扱 説明 秦 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 アフ ター サー ビス な ど に 
つい て も 記載 し て いま す の で この 取扱 説明 召 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 また 、 
補足 シー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取 扱 説明 吉 と 合わ せ て 保管 し て く 
だ さい 。 ど 使用 中 の 不明 な 点 や 不 嘩 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 製 
5 還 生 MiGS 拓 人 有 お 陣 NOE 

す 。 
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アフ ター サー ビス に 開 す る お 問い 合わ せ は 


1 
お 買い 上 げ の 上 売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 訂 0180-464-00Z 
全国 どこ か ら で も 魚 詩 で 、 サ ービス ※ ロ に つなが り ま すず i 

要 対 時 旋 10:O ロ 一 1 ブ 7: ロ 0 月 昌一 会 殖 ( 宮 奈 日 及び 12-0 ロ 一 18:| DO は 財 葉 ます) H 
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ホー ムペ ー ジ http/Ztrwwallneocodp/ 『 攻 事業 」 補選 吉 く だ だ い 。 PS0613A 
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使用 前 の ご 注意 
罰 ご 使用 


高温 、 多 当 、 柏 射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉じん 
の 多い 場所 は 選 け て お 使い くだ さい 。 


画 分 角 し な いで 

特定 小 電 力 トラ ンジ シー バー の 改造 、 変 更 は 活 律 
で 禁止 され て いま す 。 分 解 し た り 内 部 を 開け る 
こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


画 障 害 物 

本 擬 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た 
め 、 問 に ビル や 棋 凶 、 ま た は 山 や 丘陵 等 の 障害 
物 が ある と 通信 で きる 距離 が 短く な り ます 。 


一 水 に つけ な いで 

JIS IPX7 相 当 の 防水 性 能 が あり ます が 、 ゴ ム 
生計 で きま せん 。 また 
賠 ご 使用 禁止 場所 . で は あり ませ ん の で 水没 、 流 水 で の 洗浄 な ど は 
機 は 総務 衝 技 和 基 準 滞 品 で す が 、 使 用 場所 に よ ed 


絶対 に お や めく だ さい 。 
っ て は 思わ め ぬ 電 波 障害 を 引き 起こ すこ と が あり ま 漏れ た お と は 乾い た 布 で 手早く 拭き 取り 、 電 池 
す 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 を 抜い て 内 癌 を よく 閉 燥 させ で て くだ さい 。 


防水 に 使わ れ て いる ゴム キャ ッ プ な ど は 経年 当 
化 が 生じ 、 防 水性 が 失わ れる こと が あり ます 。 
弊社 で は 防水 性 に つい て も 製品 と 同じ 保証 期間 
で す の で ご 了承 くだ さい 。 


(航空 機内 、 空 甚 敷地 内 、 新 幹 練 車 両 内 、 中 総 
局 周辺 、 病 院内 な ど ) 


日 本 國 内 で の み 使 用 し て くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に お 碗 みく だ さい 1。 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ 守 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危 穴 や 財産 
へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 家 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 味 は 次 の よ 
ao Ki 


この 上 示 を 折 視 し て 識 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 多 ま た は 硬 作 を 負う 
届 険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 起 定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 信 が 死亡 また は 重傷 友 負 う 可 


4 崩 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 記 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷 寺 を 負う 可能 性 が 想定 
され る 内 容 、 ee 


條 記号 は 、 注意 ( 乱 険 ーー おる に こと を 告げ ば る も の で す 。 
図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 


〇 記 叶 は 行為 の 禁止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近 演 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描 わ れ て いま す 。 
介 記 は 、 行 放 を を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 


の 中 に 呉 体 的 な 指示 内 容 ( 諾 図 の 場合 は AC ア ダ プ ター を コン セン ト か ら 
抜け ) が 描か れ て いま す 。 


本 製品 の 故 陣 、 誤 動作 、 不 具合 、 あるいは 韻 寺 な どの 外部 要因 に て 通信 な どの 提 会 を 失っ た た め に 生じ た 損害 
な どの 純 社 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 そ の 綱 人 圧 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か が かじ め ご 了承 くだ さい 。 


八 警 告 
還 使 用 環境 ・ 楽 件 


この 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の 
み で す 。 国外 で は 使用 で きま せん 。 
ThIS nroduct is permitted fnruse in apa only 


この 製品 を 人 合致 助 な どの 目的 で 使用 し て 、 
万 一 、 改題 ・ 誤 動 生 な ど が 原因 で 入 命 が 失 わ 
れる こと が あっ て も 、 世 造 元 お よび 販売 元 は 
その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


自 勤 車 な どの 運転 中 に 使用 し な いで くだ 
さい 。 交通 事故 の 原因 と な けり ます. 

運転 者 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 
に 止め て か ら ご 使用 くだ さい 。 携帯 型 舞 
線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 
交通 法 違 反 で 軸 せ られ ます 。 


電子 機器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 
い 。 電 波 障害 に より 擬 中 の 故障 ・ 腕 動 和 
の 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら 漏れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付 藩 し た と ぎ 
は 、 皮膚 に 陣 害 を 起こ す お それ が あり ます の 
この 所 品 ど だ うし 、 ま た は 他 の 無線 組 と と 


で 、 す ぐに され いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 
も に 至近 距 英 で 複数 台 使 用 し な いで くだ 


さい 。 お 互い の 影 月 に より 故障 ・ 誤 動 航空 擬 内 、 空 港 敷 地内 、 新 野 線 車 両 内 、 
作 ・ 不 具合 の 原因 と な り ま す 。 中 縮 居 局 辺 で は 使用 し な いで くだ さい 。 

運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 
この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 要 器 の 一 


に 支 可 を きた し た り 、 人 故 防 ・ 
9 し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 い か な る 


診 動 作 す る 原因 と な り 
作 ・ 不 見 合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 病院 や 医療 機関 で は 、 人 な ど に 六 
元 は その 責任 を 肌 う も の で は あり ませ ん 。 


議 が な いか 十分 に 確認 の 上 、 管 理 者 の 許 

可 の も と 使用 くだ さい 。 
指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ 無線 擬 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な る 説 
リー 委 品 を 接続 し な いで くだ さい 。 故障 動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当社 は 一 切 その 宮 
の 伯 因 と な り ま す 。 任 を 員 い か ね ます の で ざ ご 了承 くだ さい 。 


付属 品 と 取り 付け 方 


付属 品 を ご 確認 くだ さい 


ベル トク リッ プ (ネジ 1 本 ) 
ロ ル ン ドス トラッ プ 


唱 到 扱 説明 講 (本 族 ) 
口 祭 証書 


画 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 
イヤ ポン を 据 用 する 場合 、 あらかじめ 吾 置 を 下げ て 
くだ さい 。 及 力 耳 の 豆 因 に な る こと が あり ます 。 


この トラ ン シ ー バ ー は 罰 整 済み で す 。 特 定 小 
和 力 トラ ン シ ー バ パー を ユー ザー が 牙 造 、 変 更 
する こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


布 や 耐 団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が 
こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 次 災 の 原因 と 
な り ま す 。 詞 射 日 光 を 避け て 還 通 し の 良い 状 
上 態 で ご 使用 くだ さい 。 


贈 充 電器 の 取り 扱い に つい て 
指定 以外 の 需 圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火 
災 ・ 上 同 電 ・ 改 障 の 原因 と な り ま す 。 


充電 器 の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配線 し な 
いで くだ さい 。 加熱 ・ 発 火 の 因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で 充電 器 の AC ア ダ プ ター に 針 れ 
た り 、 抜き 差し し な いで くだ さい 。 感電 の 
天 と な り ま す 。 


國 安 定 化 暴 源 の 使用 に つい て 
指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火 
災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


安定 化 電源 の 電源 プラ グ と 地 の 語 品 の 電源 プ 
ラグ を タコ 年 配線 し な いで くだ さい 。 


ぬれ た 学 で 安定 化 震 張 の 電源 プラ グ に 触 れ 
た り 、 抜 差し し な いで くだ さい 。 感電 の 
原因 と な り ま す 。 


避 シ ガー ライ ター ケー ブル の 使用 に つい て 
ぬれ た 手 で シガー ライ ター ケー ブル に 骨 れ な 
いで くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


画 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に し 
て 、 電 池 を 取り 外し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 
は 、AC ア ダブ プター を AC コ ン セ ント か ら 抜 い 


Q 


品 に ご 連絡 くだ さい 。 お客様 に よる 修理 は 、 
胃 法 で すか ら 、 絶対 に お 止め くだ さい 。 


逢 異 常 な 音 が し た り 、 灯 が 出 た り 、 変 な 暴 
い が す る と き 
是 落 と し た り 、 ケー ス を 破損 し た り し た と き 
テコ 
アダ プター の コー ド が 竹 ん だ と き 
 ( 誠 の 革 出 や 肢 綿 な ど ) 


水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 
また ぬら ちら 交 な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 火 
災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 ( 略 呂 場 な ど ) で 
は 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 
隊 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金言 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 軒 
か な いで くだ さい 。 こ ば れ た り 、 中 に 入っ た 場 
合 、 火 災 ・ 昭 電 ・ 故 離 の 原因 と な り ま す 。 


充電 語 の AC ア ダブ ター を 、AC コ ン セ ント 
に 確実 に 基 し 込ん で くだ さい 。AC ア ダブ 
ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 琴 
起 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


売 電器 の AC ア ダブ ター の 刃 に 、 ほ こり が 
付着 し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 シ ョ 


p ト や 加 吾 に より 火災 ・ 感 寺 ・ 故 隊 の 原因 


な り ま す 。 


安定 化 電源 の 電源 プラ グ を ACG コン セン ト 
に 確実 に 差し 込ん で くだ さい 。 電源 プラ グ 
の 刃 に 金属 な ど が 航 れる と 、 次 災 ・ 王 電 ・ 

故 障 の 原因 と な り ま す 。 


DC ケー ブル を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル 
ダー を 取り 除い て 使用 する こと は 、 絶 対 に 
し な いで くだ さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 玖 隆 の 原 
因 と な り ま す 。 


遇 社 指定 の シガー ライ ター ケー ゴブ を お 使い 
くだ さい 。 指定 以外 の も の を 使う と 、 炊 災 、 
感電 、 故 隊 の 原因 と な り ま す 。 


測 が 中 り 出し た ら 安 全 の た め 本 体 の 電 泊 を 
OFF に し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は AG ア 
ダブ プター を AC コ ン セ ント か らち 抜い て 、 ご 
使用 を お 控え くだ さい 。 


画 保 守 ・ 点 検 


本 体 や 充電 品 の ケー ス は 、 開 け な い で くだ 
の 原因 と な り ま 


さい 。 け が ・ 基 ・ 故 障 
〈⑳ ち 内 部 の 点検 ・ 失 理 は 、 お 買い 上 げ の 販 


売店 また は 当社 サー ビス セン ター に ご 店 頼 


だ さい )。 


NN 注意 
入 使 用 環境 ・ 打 件 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで 
くだ ささ い 。 力 没 障害 を 与え た り 、 受 け 
た りす る こと が あり ます 。 


温度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 
黒 通し の 悪い 場所 に は 陣 か が な いで くだ 
さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 笠 の 原因 と な る 
こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 人 峰 い た 所 、 振 動 の 
多い 場所 に は 鈴 か な いで くだ さい)。 落 
ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


画 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


アン テ ナ を 誤っ て 目 な ど に ささ な いよ 
うに し て くだ 人 い 。 


イヤ ホン / マ イク ロホ ン 身 字 に は オプ シ 
ョ ヨン の イヤ ボン / マ イク ロホ ン 以 外 は 接 
続 し な いで くだ さい 。 数 障 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


年 充 電器 の 取り 扱い に つい て 


充電 器 の AC ア ダ プ ター を 抜く と き は 、 
コー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 火 
災 ・ 感 電 ・ 政 議 の 天 因 と な る こと が あお 
り ま す 。 必 ず AC ア ダブ ター を 持っ て 抜 
いて くだ 二 い 。 


下 保 守 ・ 点 検 


お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 
の 電源 を OFF に し て 、 電 油 を 取り 外 
し 、 充 武器 を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ 
ーー ト か ら 抜 いて くだ 
さい 。 


一條 部 電源 使用 時 の 注意 


本 機 に 外部 電源 を 接続 する 場合 に は 、 
必ず オプ ショ ン の AC ア ダブ プター 

(EDC- 182) を 使用 し 、 本 体 上 面 に 
ある DC 電 項 ジャ ッ ク に 四 接 接続 し て く 
だ さい 。 


資 射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター 
の 吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 温度 が 高く 
な る 場所 に は 画 か な いで くだ さい 。 内 
部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変 
形 ・ 変 色 し た り 、 炊 災 の 原因 と な る こ 
と が あり ます 。 


調理 台 や 加 混 器 の そば な ど 油 末 や 湯気 
が 当たる よう な 場所 に は 置か な いで く 
だ さい 。 次 災 ・ 王 電 ・ 故 障 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと は 、 安全 
の た め 必 ず 本 全 の 電源 を OFF に し て 、 
電池 を 取り 外し 、 充 電器 を ご 使用 の 場 
合 は AC ア ダブ プター を AC コ ン セ ント か が 
ら 抜 いて くだ さい 。 


衝撃 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 故 
陳 の 場合 は 、 保 征 対 象 外 に な り ま す 。 


充電 器 の AG アダ プター を 癌 器 具 に 近 づ 
け な い で くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 
の 原因 と な る こと が あり ます 。 


治 れ た 場合 は 柔らか いき れい な 布 で 乾 
拭き し て くだ さい 。 
ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 
剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する 
恐れ が あり ます 。 


刺 の シガー ソケット か ら 電 源 を 取る 坦 
合 に は 、 オ プシ ョ ン の シガーDC/DC コ 
ン バ ー タ ー(EDH-33) を ご 使用 くだ で 
い 。 


外部 小生 ケ ー ブ ル の 抜き 差し は 必ず 
本 体 の 電源 を OFF に し て か ら お こ な っ 
て くだ さい 。 


電池 お よび 充電 器 (オプ ショ ン ) 


充電 池 、 充 電器 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 下記 の と お り で す 。 


@ ニ ッ ケ ル 水 索 充 寺 池 : EBP-79 
(1.2V 180DQmAh) 
形 ツ イン 充 吉 器 セ ッ ト : EDC-179A 


信連 結 充 吉 ス タン ド 
人 @A じ アダ ブタ ー 
例 連 結 用 AC じ アダ プター: EDC-162 


: EDC-178R 
・EDC-12 ら 


充電 池 は 出荷 時 に は 十分 に 充 器 され て いま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 満 充電 し て か ら ご 使用 く 


だ さい 。 


充填 器 (EDC-178A/1 7R) を 使用 し て 、 空 の ニッ ケル 水素 充 起 池 (EBP-79) を 満 


充電 する の に 要する 時 間 は 約 6 時 間 で す 。 


ツイ ン 充 電器 セッ ト (EDC-1 フ 9A) の 使用 方 法 …………… 


トランシーバ パー に ニッ ケ 紗 水素 充 冠 池 


(EBP-798) を 装 軒 し ます 。 


@②AC ア ダ プ ター の プラ グ を 充 哉 ス タン ド 育 面 の 


ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


③AC ア ダ プ ター を 家庭 用 コン セン ト AC100V 


に 接続 し ます 。 


⑨ ト ラン シー バー を 充 哉 スタ ンド の ポケ ッ ト に 


挿入 し ます 。 


充電 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点灯 し ます 。 
台 の み 、 ま だ た はら 台 同 時 に 充電 可能 で す 。 
⑥⑤ 充 電 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


一 バ ッ テ チリ ー セ ー ブ に つい て ベル トク リッ プ を ネジ で 本 撮 の 背面 に 取り 付け ます 。 
Ca SB 
送 軸 で きる 衣 は 同 の 況 に よっ て 大 きく 上 し ます 。 括 号 を 受信 する か 、 キ ー 控 作 が お こ 


・ 海 上 、 山頂 な ど 条件 の よい 所 :2km ま た は それ 上 す 。 バ テリ ー セ 動作 遇 信号 を 受信 
。 パッ テロ リー セー に す 
・ 周 原 な ど 障害 物 の な し 平地  :50Omー1km 可 本 


る と 、 遂 話 の 始め が 途切れ る 場合 が あり ます 
・ 上 通し の よい 道外 の 住地 500m が 貞 常 で は あり ませ ん 。 
・ 市 街 地 の よ うな 鍵 震 物 の 多い 所 ・ 200m 程 度 ・ 


持 定 小 電力 の 通信 制限 に つい て 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 適 信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 
き 分 制限 ( き 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) …… 〇 の ii… 


信 、 受 信 合 わせ て 9 分 以内 で す 。 
0 秒 0 に 告 百 が 喝 り ます 。 通信 時 間 が 合計 9 分 に な る と 自動 的 に 送 人 は 停止 し ます 


ThiS product is pamitted fr usg in Japan 0nmiy, 


連結 充 悪 スタ ンド (EDC- 1 79R) を 使用 し て 
補 結 充電 する と き は 、 必 ず 連 結 用 AC ア ダ プ 
ター (EDC-165) が 必要 で す 。 
最大 で 5 台 連 結 し 、 ト ラン シー バー を 10 台 
同時 に 充電 する こと が で きま す 。 


(① 充 電 ス タン ド ど うし を 連結 し ます 。 ロッ クレ 
バー が 固定 され て いる こと を 確認 し て くだ さ 
い 。 

② 充 土 スタ ンド 賑 面 の コネ クタ を 接続 し ます 。 

③ 連 結 用 ACG アダ プター の コネ ク 夕 を 、 端 の 
充 寺 スタ ンド の コネ クタ に 接続 し ます 。 

④ 運 結 用 AC ア ダブ プター を 家庭 用 コン セン ト 
AC100V に 接続 し ます 。 

トラ ン シ ー バ パー を 充電 スタ ンド の ポケ ッ ト 
に 挿入 し ます 。 
充 中 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点 灯 し ます 。 
最大 で 10 台 同時 に 発電 可能 で す 。 

 ⑮⑯ 電 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 京 灯 し ます 。 


充電 器 に トラ ンジ シー バー な を 挿入 し て も うま く 充 冠 し な いと ぎ は 、 充 吉 端 子 の 活 れ を 乾 
いた 布 で 拭き 取っ て くだ さい 


け ま す 。 


電池 の 入れ 方 
Q① 軍 池 フ タ を 左 ( 反 時 生 方 向 ) に 回 し て 取り 外し ます 。 
@ 単 三 形 乾電池 また は ニッ ケル 水素 充填 池 


キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) ……… の の ee… 


ac S [PTT] キ ー を 押し て も 送信 で きま せん 。 
受信 中 に キー を 音 が で き な い こと を お 知ら せ し ま す 。 


(EBP-78) 1 本 を [一] 側 か ら 入れ ます 。 
③ 電 池 フ タ を 右 (時 対 方向 ) に 回 し て 取り 付け ます 。 


ACG アダプタ … 
(EDC-18 ら ) 


宮部 の 名 前 と は た ら ぎ 


前 面部 LAXTLIIIXIXEIITIX は TX エメ JIIXTEXY】 CLLLLXXYXKIJXAIIIIYIE1TL1】113 は 111】】3 メ T1T】3】 
電源 音量 ツマ ミ = イヤ ホン ンマ イク 端子 

オプ ショ ン の イヤ ホン や マ 

イク を 接続 し ます 。 使 用 し 

な いと き は 防水 の た め ゴ ム 

の キャ ッ プ を 取り 付け て くだ 


さい 。 


アン テ ナ 
アン テ ナ は 外れ な いよ 
うに な っ て いま す 。 


イン ジ ケ ー タ ー 


の オプ ショ ンマ イク を 接続 す 
送信 中 は 赤色 、 受 4 
= 色 、 受 - の 〆 三 る と き は 、 奥 ま で し っ か り 
aa り と ね じ 込 ん で くだ さい 。 


PT (送信 ) キー プー 


NZ / マイ ク 


マ ( ダ ウン ) キー ーー 1 en 貞 e2 ム og ッ プ ) キー 


GROUP (SET) キー 


ディ スプ レイ PT て YYTTYLLPLLLLLLLLTTL PIT 
秘話 機能 表示 
VOX 機能 表示 コン パン ダー 機能 表示 
F 表示 ベル 機能 表示 


上 ん ー-。 | 減 電池 表示 


チャ ン ネ ル 、 
グル ー プ 番号 表示 


時 | 


S メー ター 表示 


キー ロッ ク 表 示 
中 継 チ ャ ン ネ ル 表 示 


チャ ン ネ 四宮 示 に つい て … 守る や あちき esaoeoepoepepp 
佑 交 互 通話 時 


レジ ャ ー、 ビ ジネス 周 方 の 20 チャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 
LO1 bo1 
し 表示 は ( b 表 示 は ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 
b11 
b 束 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従来 


の ビジ ネス タイ プ (11 チ ャ ン 
ネル 機 ) と 通信 で きま す 。 


L098 


L 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 
の レジ ャ ー タ イプ (B チ ャ ン ネ 
ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


合 中 繊 通信 時 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 2 アプ チャンネル を 搭載 し て いま す 。 
L10 b1 ら 
L 表 示 は ( b 表 示 は ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ ブ 
L18 bgg 
9 チャ ン ネ ル 18 チ ャ ン ネ ル 


セッ トモ ー ド 
各種 機能 を 用 途 や お 好み に 合わ せ て カス タマ イズ する こと が で きま す 。 


セッ トモ ー ド に する ドド ドド ee 


①[F] キ ー を 押し な が ら [SET] キ ー を 押し ます 。 

ー セ ッ ト モ ー ド に 入り 項目 が 表示 され ます 。 

@[SETH キ ー を 押す ご と に 項目 が 切り 替わり ます 。 
旨 キ ー を 押す と 前 項目 に 戻り ます 。 

③⑧ マ また は ムキ ー を 押し て 設定 値 を 変更 し ます 。 

④[PTT」 キ ー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 


セッ トモ ー ド に つい て の 詳し い 内 容 は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


htt が www.alinCO.CO.jn/「 電 子 洋 菜 」 


基本 操作 


本 機 の 基本 と な る 操作 方 法 を 説明 し ます 。 カ スタ マイ ズ 方 法 や 拡張 機能 に つい て は 甘 社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


吉 源 を 入れ る 
電源 次 野 ツ マミ を 時 計 方 向 に 回 し ます 。 


ーーー] 


音 看 を 調整 する 


電源 音 時 ツマ ミ を 時 計 方 向 に 回 す と 音量 が 大 きく 
な り ま す 。 

マキ ー と ムキ ー を 同時 に 押す と 「 ザ ー| と いう ノイ 
ズ が 聞こ え 、 音 旦 の 目安 と な り ま す 。 

適切 な 音量 に 調整 し て くだ さい 。 


チャ ン ネ ル を 合わ せる 


マ ま た は ムキ ー を 押し て 交互 通話 用 チャ ン ネ ル の 
LO] OB、bO1 … 11 を 選択 し ます 。 


通話 し た い ト ラン シー バー 全て を 同じ チャ ン ネ ル に ) 末 / 
合わ せま す 。 た けり 『 
キー を 押し 続け る と 運 続 し て チャ ン ネ ル が 切り 百 わ 

り ま す 。 

受信 する 


信号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 
イン ジ ケ ー タ ー が 緑色 に 点灯 し 、 デ ィ ス プレ イ の S メー ター が 代 号 の 強 さ に 応じ て 京 灯 し ます 。 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し て か ら [PTTI キ 
ー を 押し ます 。 
ー イ ンジ ケー ター が 赤色 に 点灯 し ます 。 
[PT キー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 離 し て くだ さい 。 
ー 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は 斗 告 
音 「 プ ププ ! が 喝 り 送信 で きま せん 。 
[PT HH キー を 苑 す と 受信 待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 


中 繊 通話 ee 
し し ーー は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 中 継 器 を 介し て 通話 する こと 
別途 、 弊 社 製 の 中 継 二 が 必要 で す 。 

チャ ン ネ ル を 合わ せる 


マ ま た は ムキ ー を 押し て 中 継 遂 話 用 チャ ン ネ ルル の 
L1D0 て 18、b12 一 9 を 選択 し ます 。 


ー「 中 継 」 が 点灯 し ます 。 ) 7 
た 4『 
送信 する 中 継 


iPTT] キ ー を 押し 続け ます 。 
ー 直 後に 「 ピ ビビ | と いう 音 が 鳴り ます 。 
EPTT] キ ー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 


お 使い に な る 中 鐘 器 の 設定 を ご 政 認 くだ さい 。 


中 継 宮 に グル ー プ トー ク 携 能 が 設定 され ね て いる 場合 は 、 本 機 に も グル ー プ トー ク 拓 能 を 設定 
し て くだ さい 。 


O 


ツモ : 
V 


N 
| Ptt-oh | PIT オンオフ (送信 禁止 ) | OFFZON | ON | 
| Atton8 | 中 継 記 接 続 手順 | OFF ン ONI ン ON2 | ON2 | 


コー ル トー ン 機 能 … 心 つ 


送信 中 に マ ま た は へ キー を 押す と 、 陸 び 出 し 斉 が 只 り 相手 を 呼び 出す こと が で 
きま す 。 マ と ムキ ー で は 音色 が 異な り ま す 。 


グル ー プ トー ク 機 能 ………… 08 993238meez6eepi 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 し ます 。 
[GROUP] キー を 押す 

ー グ ルー プ 号 が 点灯 し ます 。 


グル ー プ 番号 を 合わ せる 

【FH キ ー を 押し な が ら マ また は へ キー を 押し て 自分 の 
グル ー プ の トランシーバー を 全て 同じ グル ー プ 番号 
に 合わ せま す 。 

グル ー プ 番号 は 01 … 50 を 選択 で きま す 。 

送信 する 

[PT キー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
ー 同 じ チ ャ ン ネ ル 、 同 じ グル ー プ 番号 の 相手 と だ け 通話 で きま す 。 


キー ロ ッ グ ク 軍人. 党 の の Seo で らく ee も も る の る らら oe らら oo らら aa 
キー ロッ ク し て お く と 誤操作 を 防止 で きま す 。 
簡易 キー ロッ ク (LoC-1) 


[円 キ ー を 約 2 秒 押し ます 。 
ー「LoC-1」 が 点 滅 し た あと 「Om」 が 点灯 し ます 。 


解除 する に は 同じ キー 操作 を し ます 。 


通常 キー ロッ ク (LoC-2) 
[F キー と [GHOUP] キー を 同時 に 約 ら 秒 押し ます 。 


ー「LoD-2] が 点滅 し た あと 「Om」 が 点灯 し ます 。 ) 骨 ビー 戸 / 
解除 する に は 同じ キー 操作 を し ます 。 と リ リ 『# 
潤 電 池 家 未 べ ひ むつ 字 に 研 研 上 Estacd se 
更 池 の 残 加 が 少な く な る と 「( づ 」 が 点灯 し 、 電 池 

の 交換 時 期 が 近づい て いる こと を お 知ら せ し ます 。 ココ 


さら に 残 時 が 少な く な る と 「 こ て つ 」 が 点 減 し ます 。 
点滅 し た ら 新しい 電池 と 交換 し て くだ ささ い 。 


「 電 源 が 入ら な い 」「 オ ン オ フ 左 尋 り 返す 」「 デ ィ 
スプ レイ 表示 が 消え る |」「 ハ ウリ ング 」 な どの 症 


状 が 出 た 場合 も 電池 の 消耗 が 考え られ る た め 、 新 
し い 距 池 と 交換 し て くだ 守 い 。 


リゼ ッ ツ ト ……… の …… ーッ さも 9 れる さる る のち せら の の aa 
し た と き に 初期 化し 


MI 秘話 性 コ 
[円 キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


ー デ ィ ス プレ イ 全 灯 中 に [FH キ ー を 本 し ます 。 
ー 工 場 出荷 状態 の L01 チャ ン ネ ル に な り ま す 。 


本 書 に は 号 載 し て いな い 拡 張 機能 に つい て は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご ご覧 くだ さい 。 
http://www.alincp,CO.jp/「 電 子 事業 ] 


リリ リリ 


O で 中 炎 呈 器 馬 中 時 


Km 


本 機 を リ り モ コン と し て 、 中 継 器 の チャ ン ネ 
ル な ど を 遠 際 操作 する 機能 で す 。 本 機能 は 、 
中 継 器 DP10iR、DJP1 1 1R に 対応 し 
て いま す 。 


メイ ン ン サブ の ら つ の チャ ン ネ ル を 1 秒 ご 
と に 交互 受信 し 、 そ の どちら と も 通話 する 
こと が で きる モー ド で す 。 1 台 の トラ ン シ 
ー バ パー で ら 台 の は た らき を し ます 。 


誤っ て これ ら の モー ド に 切り 替わり 、 デ ィ ス プレ イ に お か し な 表示 が 出 た と きき は 電源 を 入れ 


直す と 正常 な 状態 に 回 復 す る こと が あおり ます 。 


故障 と お 考え に な る 前 に 


所 主 因 : 器 
電源 が 入ら な い 。 
表示 が 消え る 。 | 電池 が 消耗 し て いる 。 新しい 電池 と 交 損し て くだ さい 。 

充電 池 を 充 時 し て くだ さい 。 
背 が 出 な い 。 | 埋 頭 が 低 す ぎる 。 | 適切 な 音 星 に 調整 し て くだ さい 。 
受信 し な い 。 | チャ ン ネ ル が 居 う 。 - | 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
同じ グル ー プ 普 号 に 合わ せ て くだ さい 。 
送信 で きま ない 。 層間 EAN 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 


し て いる 。 送信 し て くだ さい 。 
い 。 
充 策 しない 充電 端子 が 活 れ て いる 。 充電 端子 の 汚れ を 彰 い た 布 で 拭き 
取っ て くだ さい 。 
寺 池 の 入れ 方 が 間違っ て いる 。 』】 起 池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 、。 


処置 を 実施 し て も 異常 が 続く と き は り リセット し て くだ さい 。 
電池 が 消耗 し て いる と 誤動作 する こと が あり ます 。 新しい 電池 に 交換 し て くだ さい 。 


製 吉 中 止 製 品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補 修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な る 場合 も あり 、 修理 が で き な い こと も あり 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 

補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生産 終了 後 5 年 で す 。 


オプ ショ ン 一 覧 
EBP- プ 7 ニッ ケル 水素 充 吉池 
EDC-17 ロ A ツイ ン 充 電器 セッ ト 
EUC-1 79R 連結 ツイ ン 充 軍 ス タン ド 
EDC-1 ら ら AC アダ プター 
EDC-162 連結 充 吉田 大 容量 AC アダ プター 
EMS-59 (※1) スピ ビーカー マ イク 


EMS-62 (※1)※3) スピ ー カ ー マ イ ク (防水 ブラ グ ) 


EME-12A VOX 付き ヘッ ド セ ッ ト (ヘッドホ ンタ イブ) 
EME-13A VOX 付き ヘッ ド セ ッ ト (イヤ ホン タイ プ ) 
EME-15A VOX 付き タイ ピン マイ ク 

EME-19A %2) へ ヘルメット 用 ヘッ ド セ ッ ト 

EME- ら 1A イヤ ホン マイ ク (業務 仕様 ) 

EME-29A イヤ ホン マイ ク 耳 か け 式 ( 務 仁 接 ) 
EME-30A イヤ ホン マイ ク (ブー ム マ イク ) 

EME-31A イヤ ホン マイ ク (マイ クロ スピ ー カ ー タ イブ) 
EME-32A (※3) イヤ ホン マイ ク (業務 仕様 ・ 防 水 プ ラグ ) 
EME-34A イヤ ホン マイ ク 

EME-36A (※3) イヤ ホン マイ ク ( 水 プラ グ ) 

EME-39A 咽 明 イ ヤ ボ ンマ イク 

EME-6 イヤ ホン 

EME-2B カー ルコ ー ド イヤ ホン 

EDS-14 ペ 3) プラ グ 変 換 ケ ー ブ ル (防水 プラ グ ) 
EC-51 ソフ ト ケ ー ス 


(※1) スピ ー カ ー マ イ ク は 、PTT ホ ー ル ド 携 能 、VOX 機 能 が 使用 で きま せん 。 

(※2) バイ ク 用 ヘル メッ ト に は 使用 で きま せん 。 

2 の 明記 が ある も の は 、 直 接 ト ラン シー バー (DJ-P22) へ 接続 
可能 で す 。 
それ 以外 の オブ ショ ンマ イク 製品 を 使用 する に は 、 別途 プラ グ 変 換 ケ サー ブル 
(EDS-124) が 必要 で す 。 


:]] レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル 
| 488.2000-482.3000MHz | 
| 440.8685-440.3665MHiz (人 ) | 

ビジ ネス チャ ン ネ レル 
| 488.0500-482.1750MHz  . | 
440.0850-440.8375MFiz (人 ) | 
| 481.80007440250OMHz 、 、  、 | 

一 ]FSEE の ン EHpGsky で 

方 liomw で 

到 | タカ ルス ー パ ー ペ テロ タ ィ イン |、 

14dgu(gdBSNADD )0 ぴ 0}〈〔 ぃ 〔 ぃ ]〕 ハ 1 
| 1stiF 817MHz ン SndF450KHz | 

lsomwsE  、 )0 パ 101] 

[ 理 記 \ 才 徒 = っ 、 

] DCTL5V (素地 お |) すす 

Gor505 。。 や ここ ご 

法 | 54 (WD X85 (H) X ら 85 D) mm ( 容 物 床 く ) | 

本 | 約 186g ( 加 形 悲 凶 1 本 含 お ) ~  。 | 

仕様 ・ 定 務 は 予告 な く 変更 する 場合 が ありま す 。 

本 連 の 説明 有明 イラ スト は 、 実物 と は 宇 体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 を 省略 し て 


いる 場合 が あり ます 。 
本 害 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 


DJ-P22 セッ トモ ー ド に つい て 


DJ-P22 特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー は 、 各種 機能 を 用 途 に 合わ せ て より 使い や すく する た め に 、 カス タマ イズ す 
る こと が で きま す 。 製 品 に 付属 する 説明 書 の 「 セ ッ ト モ ー ド 」 の 項目 で 科 単 に 使い 方 を ご 説明 し て お り ま す が 、 
工 線 機 の 機能 に こ な じみ の 無い お 客 様 向 け に 、 本 書 に て 詳細 を ご 説明 致し ます 。 


> こ ES 


* 文 中 、「 設 定 値 」 は 変更 や 設定 が で きる 内 容 、「 初 期 値 」 は 出 


荷 時 の 設定 で す 。 


ーー 


1: 電池 選択 機能 「bAt」 
設定 値 AL ン mi (初期 値 AL) 


オプ ショ ン の ニッ ケル 水素 充電 池 EEBP-79 を 使用 する 場合 に は 、 バッテリ ーー 警告 マー ク を 正しく 表示 させ る た め 
に 使用 する 電池 を 選択 し て くだ さい 。 こ の 設定 を し な いと 表示 が 不正 確 に な り ま す 。 
AL, : アル カリ 電電 
mi : ニッ ケル 水素 充電 池 EEBP-79 


2: コン パン ダー 機能 「CmP」 
設定 値 ON/OFTF (初期 値 OFT) 


コン パン ダー 機能 を ON に 設定 する と 、 音 声 通話 の 明瞭 度 を 上 げ る (通話 中 、 音 声 が 無い と き に 「 サ ー」 と 聞こ 
える か すか な バッ クノ イズ を 低減 する ) こと が で きま す 。 コ ン パ ンダ ー 機 能 の な い ト ラン シー バー と 通話 する 場 
合 に は 、 コ ン パ ンダ ー 機 能 は 必ず OFF に し て くだ さい 。 逆 に 音質 が 悪く な る こと が あり ます 。 


3: VOX 機能 「vo」 
設定 値 OFTVLoyHi (初期 値 OFR) 


【PTT】 キ ー を 押さ な く て も 自動 的 に 送受 信 を 切り 替え られ る 機能 で す 。「 話 す と 送信 、 黙 る と 受信 」 の ハン ズ 
ー 通 話 が 可能 に な り ま す 。 
Lo :VOX 感 度 小 (大 き な 音 で 反応 し ます 。 周 り が うる さく 黙っ て いて も 送信 し て し まう と き に お 勧め し ます ) 
Hi :VOX 感 度 大 (小さ な 音 で 反応 し ます 。 周 り が 比較 的 静か な と き は こち ら を お 試し くだ さい 。) 


注 ) ・VOX 機能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 取扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ 
さい 。 
・VOX 感度 を 「Lo」 に 設定 し て も 、 音 声 以外 で 送信 し て し まう よう な 騒音 の 大 きい 場所 で は 、 こ の 機能 
は ご 使用 に な れ ま せん 。 
・VOX 機能 を 使う と 、 通話 を 始め て も 送信 する まで に 多少 時 間 が か か る た め 、 音 声 の 始め が 途切れ る 場 

合 が あり ます 。「 了 了解 で す 、 て て て 」「 は い 、 て ーー」 な ど 、 用 件 に 入る まで に 頭 切れ し て も 差し 支え を な いよ 

うな 言葉 を 挟ん で 話し 始め る と 通話 し や すく な り ま す 。 


4 秘話 機能 「Scr」 
設定 値 ON/OFF (初期 値 OFF) 


秘話 機能 を ON に 設定 する と 、 設定 を し て いな い ト ラン シー バー で 受信 し た と き に は 「 モ ガ モ ガ 」 の よう な 声 に 
な っ て 通話 内 容 が 聴き 取れ な く な り ま す 。 秘話 (スク ラン ブル トー ク ) 機能 を 搭載 し た 弊社 製 ト ラン シー バー 間 
で 通話 する こと が で きま す 。 


注 ) 本 機能 の セキ ュ リ ティ レベ ル は 非常 に 低い も の で す 。 機 密 を 要する 重要 な 通話 に 使え る レベ ル の も の で は あ 
り ま せん の で ご 耳 承 くだ さい 。 


5: ビー プ 音 量 「bP」 
設定 値 OFE/Lo/Hi (初期 値 Lo) 


本 体 か ら 鳴 る ビー プ 音 (操作 音 ) の 動作 を 変更 する こと が で きま す 。 
oF : すべ て の ビー プ 音 (キー 操作 音 、 各 種 ア ラー ム 音 、 ベ ル 音 ) が 鳴ら な く な り ま す 。 
HH : 標準 の Lo 設定 時 より も 、 す べ て の ビー プ 音 量 が 大 きく な り ま す 。 


注 ) イヤ ホン を 使用 し た 状態 で ビー プ 音 量 を 「 下 」 に 設定 する と 、 大 き な 音 で 耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます の で 
ご 注意 くだ さい 。 


6: エン ド ピ ビー 機能 「EdP」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 ON) 


【PTT】 キー を 離し た と き に 「 ピ ッ 」 と 鳴っ て 送信 が 終わ っ た こと を 相手 に 伝え る 「 エ ンド ピー」 機能 の ONOFTF 
を 設定 し ます 。 


7: ベル 機能 「bEL」 
設定 値 OFE7/ON (初期 値 OFT) 


呼び 出さ れ た こと を 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ます 。 
メモ ) 一 度 ベ ル が 鳴る と その 後 約 10 秒間 は 着信 ベル 動作 を 行い ませ ん 。 


8: ラン プ 機 能 「LmP」 
設定 値 OFH5 秒 /ON (初期 値 5 秒 ) 


夜 癌 ディ スプ レイ 照明 を 点灯 させ る 機能 で す 。 初 期 状態 で は 「5」 秒 に 設定 され て お り 、 キ ー 操 作 (PTT と 音 
調節 以外 ) を する と 自動 的 に 5 秒間 照明 が 点灯 し ます 。 


入 ) ディ スプ レイ 嶋 明 を ON (常時 点灯 ) に 設定 する と 、 電 池 の 消耗 が 早く な り ま す 。 
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9: PTT ホー ルド 機能 「HLd」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 OFF) 


【PTT】 キ ー を 一 度 押す と 送信 状態 を 継続 、 も う 一 度 【PTT】 キ ー を 押す と 受信 状態 に な り ま す 。 こ の 機能 を 
ON に する と 、 送 信 中 ずっ と 【PTT】 キ ー を 押さ な く て も 済み ます 。 一 部 の イヤ ホン マイ ク ・ ヘ ッ ド セッ ト 系 ア 
クセ サリ ー で 【PTT エ 】 キ ー の ロッ ク 機 能 が 無い も の を お 使い に な る と き に 代用 で きる 機能 で も あり ます 。 


9) 交 


注 ) PTT ホー ルド 機能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 取扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 く 
だ さい 。 


10: PTT オン オフ 機能 「Ptt」 
設定 値 OFE/ON (初期 値 ON) 


送信 を 禁止 する 機能 で す 。OFF に 設定 する と 【PTT】 キ ー を 押し て も 送信 で き な く な り ま す 。 ユ ー ザ ー グ ルー 
プ の 中 に 「 連 絡 を 聞く だ け で 、 返 事 は し な く て よい 」 よ うな メン バー が いる と き に 使い ます 。 
メモ ) この 「 ラ ジオ 」 の よう な 無線 機 は 業務 通信 の 用 語 で 「 受 令 機 」 と 呼ば れ て いま す 。 


11: 中 継 器 接続 手順 変更 機能 「At」 
設定 値 OFE/ON1/ON2 (初期 値 ON2) 


ロ 


継 動作 自動 接続 手順 を 変更 する 機能 で す 。 接 続 タ イミ ング を 対応 中 継 器 に 合わ せ て 最適 化す る 設定 な の で 、 
F 継 器 を 使っ て いな いと き は 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 


本 


oFF : 自動 接続 手順 解除 
on1 :DJ-R20D、DJ-R100D を 中 継 器 と する と き 
on2 :DJ-P10R、DJ-P11R、DJ-P101R、DJ-P111R を 中 継 器 と する と き 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事 


吊 生 
上 
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